
【今月の表紙】
照日神社に見事に咲いたさくらが今月の表紙です。さく
らを見に来られたご家族にご協力をいただき、撮影しま
した。さくらが満開になると春の訪れを感じますね。

施政方針および事業紹介施政方針および事業紹介
当初予算当初予算
大崎町職員人事異動大崎町職員人事異動
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令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

施施
政
方
針

政
方
針

　

令
和
３
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
の
施
政
方
針
を
ご
説
明
申
し
上
げ
、

町
民
の
皆
様
に
町
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
額
が
伸
び
て
い
る
中
、
新
聞

報
道
に
ご
ざ
い
ま
し
た
と
お
り
、
本

町
も
過
去
最
高
額
を
更
新
し
、
県
内

ト
ッ
プ
の
寄
附
額
と
な
り
ま
し
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、
寄
附
者
を
は
じ

め
、
関
係
す
る
商
工
事
業
者
並
び
に

町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
内
事

業
者
の
活
力
と
な
る
と
と
も
に
、
子

育
て
施
策
を
は
じ
め
本
町
の
進
め
る

各
種
施
策
に
お
い
て
も
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今

後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
各
位
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
政
の
貴
重

な
財
源
確
保
策
と
し
て
維
持
で
き
ま

す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
い

未
だ
に
そ
の
収
束
は
見
通
せ
ず
、
我

が
国
の
政
治
・
経
済
、
そ
し
て
暮
ら

し
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け

て
お
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
や
中

止
、
緊
急
事
態
宣
言
や
時
短
要
請
な

ど
、
様
々
な
活
動
に
制
限
が
付
さ
れ
、

身
近
な
日
常
も
大
き
く
変
化
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
的
・
心
理
的
な
不
安

も
あ
っ
て
か
婚
姻
数
が
低
下
す
る

「
結
婚
危
機
」も
深
刻
化
し
て
い
る
う

え
、
子
育
て
環
境
も
変
化
し
、
出
生

率
の
低
下
に
よ
る
少
子
高
齢
化
は
更

に
加
速
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
の
新
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
政
府
は「
経

済
あ
っ
て
の
財
政
」と
の
考
え
の
下
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
2
0
2
0
」
に
基
づ
き
、
経
済
・

財
政
一
体
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
の
道

筋
を
確
か
な
も
の
に
し
つ
つ
、歳
出
・

歳
入
両
面
か
ら
の
改
革
を
推
進
す
る

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
社
会
を
作

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
新
し
い
社
会
を
支

え
る「
人
」・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

投
資
を
強
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
経
済
と

環
境
の
好
循
環
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の

実
現
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町
に

お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地

域
経
済
を
支
援
す
る
た
め
の
商
工
業

や
農
林
漁
業
者
へ
の
支
援
策
を
は
じ

め
、
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
経
済
循
環
の
期
待
が

高
か
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
か

ご
し
ま
国
体
は
延
期
さ
れ
た
も
の
の
、

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
を
活
用
し
た
合
宿

誘
致
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
総
合
戦
略
に
続
き
、

現
在
、
第
３
次
大
崎
町
総
合
計
画
を

策
定
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
2
0
3
0

年
の
大
崎
町
の
姿
」
を
想
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
の「
基
本
理
念
」
と
重
点

目
標
か
ら
な
る「
基
本
構
想
」、
分

野
を
横
断
す
る
取
組
み
と
な
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
分
野
ご
と
の
個
別

施
策
か
ら
な
る「
基
本
計
画
」
を
掲

げ
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
令
和
３
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
新
年
度

に
お
け
る
私
の
所
信
に
つ
い
て
、
４

点
ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
】

　

ま
ず
１
点
目
は
、
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
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接
種
を
進
め
る
た
め
の
体
制
整
備
の

充
実
や
計
画
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

実
施
、
接
種
に
関
す
る
相
談
支
援
な

ど
、
国
や
県
、
医
療
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
経
済

支
援
策
や
学
校
、
公
共
施
設
の
感
染

予
防
策
、
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
な

ど
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

【
人
口
施
策
の
充
実
】

　

２
点
目
は
、
人
口
施
策
の
充
実
で

ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
少
子

化
対
策
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も

出
生
数
が
想
定
以
上
に
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
後
に
は
あ

る
程
度
回
復
す
る
と
の
見
方
も
あ
り

ま
す
が
、
少
子
化
対
策
は
地
域
の
活

力
・
に
ぎ
わ
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
た
め
に
も
重

要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
若
者
が
働
き
、
育

て
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
定
住
施
策
や

新
規
就
農
支
援
な
ど
の
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

定
住
施
策
と
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
定
住
住
宅
取
得
補
助
金
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
助
成
に
加
え
、
新

た
に
宅
地
分
譲
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

新
規
就
農
支
援
策
と
し
て
は
、
空

き
ハ
ウ
ス
の
再
利
用
を
図
り
、
収
益

性
の
高
い
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
施
設
園

芸
を
推
進
し
、
担
い
手
確
保
・
支
援

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
徘
徊
に
よ
る

事
故
や
行
方
不
明
な
ど
、
高
齢
者
の

認
知
症
に
よ
る
問
題
が
全
国
的
に
増

加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
や

こ
ろ
ば
ん
体
操
、
生
涯
学
習
講
座
等

を
活
用
し
た
高
齢
者
が
学
び
、
ふ
れ

あ
う
機
会
を
広
げ
、
地
域
住
民
が
認

知
症
を
も
っ
と
理
解
す
る
機
会
を
つ

く
り
、
地
域
で
見
守
り
助
け
合
う
社

会
を
作
り
上
げ
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
施
策
の
充
実
】

　

３
点
目
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
を

活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
施
策
の

充
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
事
前
合
宿
施
設
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
競
技
者
か
ら
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
か
ら
地
元
の
愛

好
家
ま
で
が
集
え
る
取
組
み
を
行
い

な
が
ら
、「
陸
上
競
技
の
聖
地
」
と
し

て
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
安
全
対
策
及
び
防
災
対
策
の
充
実
】

　

４
点
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え

た
安
全
対
策
及
び
防
災
対
策
の
充
実

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
は
年
々
激
し
さ

を
増
す
中
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
は
本
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。
道
路
や
農
地
、
農

道
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
を
着
々
と

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
橋
り
ょ
う
な
ど
の
本
格
的
な
工

事
は
こ
れ
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
生
活
を
少
し
で
も
早
く
取

り
戻
す
た
め
に
計
画
的
に
災
害
復
旧

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
課
題
と
な
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
に
お
け
る
３
密

対
策
の
検
討
や
７
月
豪
雨
災
害
な
ど

の
過
去
の
豪
雨
災
害
の
経
験
を
基
に

し
た
事
前
防
災
対
策
の
視
点
に
た
っ

た
河
川
の
維
持
管
理
な
ど
、
柔
軟
な

対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
庁
舎
横
に
あ
る
急

傾
斜
地
の
防
災
対
策
も
引
き
続
き
進

め
な
が
ら
、
住
民
の
安
全
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
き
く
４
点
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
大
崎
町
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
あ
る
よ
う
に「
美
し
い

ふ
る
さ
と
大
崎
町
を
持
続
可
能
な
ま

ち
と
し
て
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
」

た
め
に
、
本
年
４
月
か
ら
の
本
格
稼

動
を
予
定
し
て
い
る
大
崎
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
協
議
会
を
核
と
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
ひ
と

つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
ま
い
り
な
が
ら
、

各
般
の
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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社会資本整備総合交付金事業によ
り、本年も引き続き町道永吉菱田
線仮宿工区（ダイワ前）の工事を行
い、児童・生徒の通学路や地震津
波時の避難路および緊急輸送道路
確保を図るための整備を行います。

早期水稲で収益性の高く安全安心
な米づくりと品質向上を推進し、
農業経営の安定や生産性の向上を
目的に、高収益作物や飼料作物等
の転換作物に対し各種交付金の支
払を行う経営所得安定対策等推進
事業に引き続き取り組みます。

農村地域防災減災事業（県営事業）
につきましては、畑地帯の農地侵
食防止を図るため、西中沖地区の
排水施設整備事業を県と連携し進
めます。さらに令和３年度からは
東中沖地区を加えて実施し、農地
の保全に努めます。

町内の農業用遊休施設を把握する
とともに情報提供を行い、空きハ
ウスなどの遊休施設の有効活用を
進めます。これにより町の農業を
担う次世代の担い手確保・支援事
業を行うことで新規就農者の育成
に努めます。 

住民の皆様をはじめとする衛生自
治会や関係団体の共生協働の取組
みを継続して維持できるよう努め
ます。また使用済み紙オムツ再資
源化施設の本稼動に向け、引き続
き本年も試験回収を継続して行い、
リサイクル実現に向けた調整を進
めます。

畜産関係では担い手や労働力の確
保、農家の所得向上につながる生
産基盤の強化などに取り組みます。
また2022年に鹿児島で開催されま
す第12回全国和牛能力共進会に本
町からの出品を果たすため畜産農
家の育成を図り支援を行います。

令和３年度の大崎町の主な事業主な事業を紹介します

南日本放送をはじめとする県内
４企業とともに大崎町SDGs推
進協議会を設立。企業版ふるさ
と納税を活用し、様々な企業と
の連携、人材等の受け入れ、脱
プラスチックなど新たな社会シ
ステムの構築に取り組むととも
に、人材育成やSDGsの普及・
啓発などに努めます。 

新型コロナウイルス感染症対策
として有効とされるワクチン。
町は『大崎町ワクチン接種コー
ルセンター』を開設。国とワク
チンの供給状況を注視しなが
ら、ワクチン接種を希望する16
歳以上の全町民が安心して接種
できる体制整備を引き続き行っ
ていきます。
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今年度は持留分団の小型動力ポン
プ積載車を更新するとともに町内
２箇所に防火水槽を新設。津波浸
水区域や土砂災害警戒区域、防災
に関する情報などを掲載した総合
的な防災マップを作成し、安全・
安心を守る取組みを進めます。

各学校において、タブレット端末
を児童・生徒に配布するなどICT環
境の整備に伴い、昨年に引き続き
ICT支援員を配置。ICT教育が円滑
に進められるよう機器の操作支援
や機器のメンテナンスおよびトラ
ブル対応等を行う体制を整えます。

町中央公民館を地域活動の拠点と
捉え、地域に開かれた施設として
の有効活用を図ります。そして地
域学校協働活動事業の実施ならび
に各公民分館と連携しながら、地
域の活性化や社会教育の充実を図
るために、家庭教育の推進、青少
年の健全育成の推進に努めます。

東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催が2021年に延期されたこと
に伴い、町と事前合宿に関する協
定を締結した台湾とトリニダード・
トバゴ共和国の選手らが最高のパ
フォーマンスを発揮できるよう全
力でサポートします。 

陸上競技の聖地実現に向けて、室
内陸上大会「ジャパン アスリート 
ゲームズ イン オオサキ」を引き続
き今年度も開催するため「陸上競技
の聖地創り実行委員会補助金」を計
上。陸上合宿誘致活動も視野に継
続的な開催を目指します。

約50億円の寄附を記録し、大崎町
の大きな財源となったふるさと納
税。今後も魅力ある返礼品の開発
に努めながら、趣旨に合ったふる
さと納税寄附の充実を図り、「地域
を応援したい」という寄附者の意思
に応えられるよう努めます。 

住み慣れた地域において安心して
暮らせる支援策として、配食サー
ビス、介護手当および介護用品支
給事業を継続して実施します。ま
た、生きがい・やりがいづくり支
援として、老人クラブの育成を図
ります。

子どもが健やかに生まれ育つため
の環境づくりの整備を図り、妊産
婦健康診査、産後ケアなど妊娠期
から子育て期にわたる切れ目のな
い支援を担う、子育て世代包括支
援センターのより一層の充実を図
ります。

現在、医療機関窓口での保険給付
に係る一部負担金を支払わずにす
む制度を、住民税非課税世帯の未
就学児から高校生までに拡充しま
す。これにより経済的理由による
医療受診控えを防ぎ、疾病の早期
発見、早期治療につなげます。

事業名左横の囲み文字は７ページの歳出費目の頭文字を表しています。　例：●は総務費、●は衛生費など事業名左横の囲み文字は７ページの歳出費目の頭文字を表しています。　例：●は総務費、●は衛生費など総 衛
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令和３年度大崎町の予算　令和３年度当初予算が決まりました。町の財政の柱とな
る一般会計当初予算および特別会計当初予算について、概
要を紹介します。

【歳出の種類】
■ 商工費……商工業振興、観光振興などの事業に使用
■ 民生費……福祉サービスの提供などに使用
■ 衛生費……健康増進やリサイクル事業などに使用
■ 総務費……総務管理・地域振興などに使用
■ 農林水産業費……農業・林業・水産業振興の事業に使用
■教育費……学校教育や社会教育・生涯スポーツなどに使用
■ 公債費……町の借入金の返済に使用
■消防費……防災事業や消防団の運営などに使用
■ 土木費……道路や区画整理などの事業に使用
■ 議会費……議会活動や運営に使用
■ その他……ここでは災害復旧費、諸支出金、予備費を含む

歳入

町税
12億

2,526万7千円

地方交付税
23億6,600万円

国庫支出金
12億

5,417万2千円

県支出金
8億1,709万8千円

繰入金
6億9,746万7千円

地方消費税交付金
1億7,000万円

町債
4億3,820万円

寄附金等
その他
33億

2,509万3千円

地方譲与税
7,283万円

分担金及び負担金
1,157万5千円

令和３年度　一般会計当初予算額

103億7,770万２千円

【歳入の種類】
■ 町税…… 住民税や固定資産税などのお金
■ 地方交付税…… 町の財政状況に応じて国税の一

部から交付されるお金
■ 国庫支出金……国から支出されるお金
■ 県支出金……鹿児島県から支出されるお金
■ 地方譲与税…… 国税の一部から一定の基準に基

づき町へ譲与されるお金
■繰入金……基金などからの収入金
■ 分担金及び負担金…… 特定の事業で利益を受けた

人から徴収したお金
■町債……国や銀行からの借入金
■ 地方消費税交付金…… 消費税10％のうち一定の基

準により町へ交付されるお金
■ 寄附金……ふるさと納税寄附金など
■ その他……使用料、手数料、財産収入など

広報おおさき 令和３年４月号　6
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会　　計　　名 令和３年度 令和２年度 増　減

一　般　会　計 103億7,770万2千円 83億2,498万7千円 20億5,271万5千円

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 19億8,653万9千円 19億4,976万3千円 3,677万6千円

水 道 事 業 会 計 2億2,395万8千円 2億3,017万円 △621万2千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億9,630万6千円 1億9,752万円 △121万4千円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 19億1,043万3千円 18億6,554万3千円 4,489万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億8,326万6千円 1億7385万3千円 941万3千円

合　　　　　計 148億7,820万4千円 127億4,183万6千円 21億3,636万8千円

各会計別予算表

支出の内訳
まちづくり・徴税・庁舎の管理に ６万８千円
道路・橋梁・公園・町営住宅の整備に ３万６千円
子育て支援・高齢者・障がい者の福祉に 13万９千円
借金（町債）の返済に ７万１千円
消防・救急・防災のために ２万３千円
ごみ処理や環境の保全・医療の向上に 10万２千円
商工業・農林水産業の発展に 28万７千円
教育・文化の振興に ４万２千円
その他 ５万１千円

歳出

総務費
8億

6324万3千円

民生費
17億

6,751万8千円

商工費
30億8,954万円

土木費
4億5,159万8千円

消防費
2億9,192万4千円

教育費
5億2,851万7千円

公債費
8億9,928万6千円

その他
5億5,443万3千円

議会費
9,406万2千円

農林水産業費
5億4,573万1千円

衛生費
12億9,185万円

■町債残高　　■基金残高 単
位
：
億
円

単
位
：
億
円

収入（税収）　９万７千円　　支出　81万９千円 　H27年からの貯金（基金）と借金（町債）の年度末残高です。
基金は引き続き、計画的かつ効率的に運用していきます。
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大崎町職員人事異動
本町では、４月１日付けで職員の定期人事異動を行いました。

令和３年度新規採用職員および令和２年度定年退職者と併せてお知らせいたします。
※所属・係の異動のみ掲載いたします。

◆課長級 （敬称略）

新　職　名 職　員　名 旧　職　名
建設課長 時 見 和 久 建設課長兼高速道路対策室長
農業委員会事務局長 相 星 永 悟 保健福祉課長

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 保健福祉課　参事兼課長補佐兼国民健康
保険係長

教育委員会社会教育課長兼図書館長 宮 本 修 一 議会事務局　参事兼次長兼調査係長兼監
査書記長

住民環境課長兼年金係長 岡 留 和 幸 総務課　参事兼課長補佐兼人事給与係長
（行財政改革担当）

◆課長補佐級
課（局）名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

保健福祉課 参事兼課長補佐兼新型コロナウ
イルスワクチン接種推進担当 濵 屋 修 二 耕地課　参事兼課長補佐兼管理係長

耕地課 課長補佐兼管理係長 上 平 利 幸 総務課
農林振興課 参事兼課長補佐兼農政係長 楠 原 　 薫 農林振興課　課長補佐（農政担当）
税務課 参事兼課長補佐（収納対策担当） 川 越 龍 一 企画調整課　課長補佐兼広報観光係長

農林振興課 課長補佐兼営農推進室長 久　保　健一朗 農林振興課　課長補佐兼営農推進室長兼
営農指導係長

保健福祉課 課長補佐兼児童福祉係長 垣 内 吉 郎 議会事務局　次長兼議事係長兼庶務係長
企画調整課 課長補佐兼広報観光係長 西 竹 信 也 教育委員会管理課　課長補佐兼庶務係長
保健福祉課 課長補佐兼社会福祉係長 岩 元 貴 幸 総務課　課長補佐兼財政係長

保健福祉課 課長補佐兼国民健康保険係長兼新型コ
ロナウイルスワクチン接種推進担当 宮 下 信 一 農林振興課　主幹兼農政係長

農林振興課 技術補佐兼畜産指導係長兼畜産係長 東 　 結 城 農林振興課　主幹兼畜産指導係長兼畜産係長

建設課 課長補佐兼高速道路対策室長兼
管理係長兼都市計画係長 美 戸 博 明 曽於地区介護保険組合

総務課 課長補佐兼人事給与係長（行財政改革担当） 渡 邊 正 一 保健福祉課　課長補佐兼社会福祉係長
議会事務局 次長兼調査係長兼監査書記長 福 永 浩 二 住民環境課　課長補佐兼年金係長

企画調整課 課長補佐（SDGs 推進担当） 中 村 健 児 企画調整課　課長補佐兼企画政策係長兼
男女共同参画係長兼政策調整係長

◆係長級 
課（局）名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名
税務課 主幹兼収納対策係長 西　竹　きくみ 税務課　収納対策係主幹
税務課 固定資産税係長 渡 邉 真 紀 会計課　会計係長兼用度係長
会計課 会計係長兼用度係長 松 元 幸 紀 農業委員会事務局　農地係長

保健福祉課 健康増進係長兼新型コロナウイ
ルスワクチン接種推進担当 山 崎 瑞 恵 保健福祉課　健康増進係長

教育委員会
管理課 庶務係長 井　元　享一朗 税務課　固定資産税係長

総務課 財政係長 堂 山 雅 司 建設課　管理係長兼都市計画係長

議会事務局 議事係長兼庶務係長 上 床 就 路 教育委員会社会教育課　生涯学習係主
査兼文化公民館係主査
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◆新規採用
課　名 職　名 職　員　名
住民環境課 環境対策係主事 池 田 圭 佑
保健福祉課 介護福祉係主事 本 村 直 人
保健福祉課 障害福祉係主事 山 本 悠 介
建設課 土木係技師 蕨 野 　 望

課　名 職　名 職　員　名
農林振興課 農政係主事 西 野 泰 成
農林振興課 畜産係主事 畦 地 涼 太

教育委員会
社会教育課

生涯学習係主事兼
文化公民館係主事 下水流　将　太

課（局）名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名
農業委員会
事務局 農地係長 児 玉 礼 人 農業委員会事務局　農地係主査

企画調整課 企画政策係長兼男女共同参画係長 新馬場　　　繁 企画調整課　企画政策係主任兼男女共
同参画係主任

◆主査・主任級
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名
住民環境課 野方支所窓口係主査 村 永 静 征 保健福祉課　課長補佐兼児童福祉係長
住民環境課 年金係主査 隈　本　紀代美 保健福祉課　健康増進係主査

企画調整課 商工振興係主査 児 玉 卓 治 総務課　行政係主任兼消防防災係主任
兼選挙管理委員会主任書記

耕地課 整備係主任 嶽 野 清 人 住民環境課　環境対策係主任
農林振興課 農政係主任 假 水 公 司 教育委員会社会教育課　国体推進係主任
耕地課 整備係主任 馬 込 洋 志 水道課　水道工務係主任

◆主事
課　名 新　職　名 職　員　名 旧　職　名

総務課 行政係主事兼消防防災係主事兼
選挙管理委員会主任書記 米 永 康 平 県市町村課

企画調整課 商工振興係主事 吉 原 　 聡 総務課　契約係主事兼管財係主事
住民環境課 環境対策係主事 原 田 大 資 教育委員会社会教育課　国体推進係主事
総務課 契約係主事兼管財係主事 鮫 島 新 也 企画調整課　広報観光係主事
教育委員会
管理課 庶務係主事 稲　森　知奈美 総務課

水道課 下水道管理係主事 中　島　誠一良 農林振興課　農政係主事
企画調整課 広報観光係主事 豊　住　　　文 保健福祉課　介護福祉係主事

保健福祉課 健康増進係主事兼新型コロナウ
イルスワクチン接種推進担当 小　城　こころ 税務課　町民税係主事

水道課 水道工務係技師 外 園 智 将 建設課　土木係技師
税務課 町民税係主事 宮 﨑 理 子 農林振興課　畜産係主事
住民環境課 窓口係主事 中津川　大　成 教育委員会　管理課庶務係
教育委員会
社会教育課 生涯スポーツ係事務手 入江田　いずみ 教育委員会社会教育課　図書係事務手

◆退職
職　員　名 旧　職　名

定年退職 小 野 厚 生 住民環境課長
定年退職 今 吉 孝 志 教育委員会社会教育課長兼図書館長
定年退職 川 畑 定 浩 農業委員会事務局長

◆派遣職員
新　職　名 職　員　名 旧　職　名

曽於地区介護保険組合 西 村 孝 志 税務課　課長補佐兼収納対策係長
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押印等を廃止する様式（抜粋）
　令和３年４月１日から押印等を廃止するとした様式の一例です。変更となる様式の全容は町のホー
ムページに掲載していますのでご覧ください。

（表の見方）【○】は必要なもの、【×】は廃止するもの、【－】は様式に無いものです。

事　務　名 様　式　名 押　印 署　名 性別欄

（住民環境課）窓口事務 住民票・印鑑登録証明書等交付申請書 － ○ ×

印鑑の登録及び証明に関する事務 印鑑登録証再交付申請書 × ○ ×

（税務課）窓口事務 税証明等交付申請書 － ○ －

固定資産税返還金支払事務 共有代表者届出書 × ○ －

国民健康保険事務 国保高額療養費支給申請書 × × －

国民健康保険事務 国保療養費支給申請書 × × －

重度心身障害者医療費助成事務 重度心身障害者医療費助成金受給資格
者登録申請書 × × ×

補装具費の支給に関する事務 補装具費支給申請書 × × ×

生活指導型ショートステイ事務 生活指導型ショートステイ利用申請書 × × ×

子ども医療費助成事務 子ども医療費助成金受給資格者登録申
請書 × ○ ×

母子保健法事務 養育医療給付申請書 × × ×

ひとり親家庭医療費助成に関する事務 ひとり親家庭医療費助成受給資格者証
交付申請書 × × ×

高齢者元気度アップポイント事務 高齢者元気度アップポイント事業活動
登録申請書 × × －

温泉保養所設置利用事務 保養所利用申請書 × × －

はり・きゅう受診券給付事務 はり・きゅう受診券交付申請書 × × －

介護用品給付事務 介護用品給付申請書 × ○ ×

子ども医療費助成事務 子ども医療費助成金受給資格者登録申
請書 × ○ ×

老人福祉センター管理事務 老人福祉センター利用許可申請書 × × ×

町補助金交付事務 補助金交付申請書 × × －

野方地区活性化センター管理事務 使用（変更）許可申請書 × × －

農村環境改善センター管理事務 使用（変更）許可申請書 × × －

都市公園管理事務 都市公園占用許可申請書 × × －

町総合体育館管理事務 使用許可申請書 × × －

町運動公園管理事務 運動公園使用許可申請書 × × －

くにの松原キャンプ場管理事務 使用許可申請書（バンガロー等用） × × －

奨学金貸与事務 奨学金貸与申請書 ○ × ×

公共下水道事務 公共下水道使用（開始・休止・廃止・
再開）届出書 × × －
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申請書等への署名・押印・性別欄の
見直しに関するお知らせ

　住民サービスの向上を図るため、また新型コロナウイルス等の感染症対策のため、大崎町役場窓口
や郵送での手続の際にご提出いただく申請書などのうち、大崎町が独自に規則等に定めているものに
ついて、署名・押印・性別欄を順次見直していきます。
　なお、国や県の法令等により署名や押印等が求められている手続きについては、関係する法令等の
改正状況に合わせて対応いたします。

見直しの目的
　①　住民サービスの向上
　　 　行政手続の簡素化、また、今後の電子申請手続きの対象を拡大することによって、住民（事業者）
の方々に時間や移動の制限なく、行政サービスを提供することが可能となります。

　②　新型コロナウイルス等感染症対策
　　 　庁舎内の密を回避するとともに、紙ベースでの申請を減らすことで、住民（事業者）、職員双方

の接触感染リスクを低減させます。

見直しの結果（令和３年４月１日現在）
　大崎町が独自に押印を求めている様式のうち、印鑑証明付の実印等を求める場合を除き、令和３年
４月１日から原則、押印を廃止することといたしました。また、あわせて署名・性別欄についても見
直しを行いました。今回の見直しで存続となった様式についても、今後の検討により廃止となった場
合は、随時、町のホームページ等にてお知らせいたします。

マイナンバーカード取得のお願い
　これまで、町では申請書等を受け付ける際、署名や押印等により本人確認を行っておりましたが、
今回の押印等の見直しにより、今後、本人確認を行う際に、マイナンバーカードや運転免許証の提示
を求める場合があります。マイナンバーカードを作成していない方は、これを機会に作成をお願いい
たします。マイナンバーカード作成の詳細については、住民環境課窓口係までお問い合わせください。

※１　大崎町が独自に根拠を定め、住民（事業者）へ押印等を求めている様式の数

根拠規程 総数　※１ 押印の廃止 署名の廃止 性別欄の廃止

町規則 393 317 304 28

町要綱等 409 320 267 28

合　計 802 637 571 56
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希望と感謝を胸に

　３月16日（火）、大崎中学校において『第７回
卒業式』が挙行され、卒業生106名に卒業証書が
授与されました。
　式辞の中で竹本校長先生は「社会は平等ではあ
りません。壁にあたったら辛抱強く自分と向き
合い、正解と信じる道を進んでください」と卒業
生に述べられました。
　また、卒業生代表の言葉を述べた木尾優仁さん
は「卒業生106名の仲間とともに過ごした３年間
を支えてくださった方々への感謝を忘れずにこ
れからも頑張っていきます」と述べられました。
　最後には卒業生による合唱が行われ、その歌
声に会場は感動に包まれました。

大崎中学校で第７回卒業式

太久保酒造（株）から無償提供

　３月25日（木）、役場応接室において、太久
保酒造株式会社が製造した高濃度アルコール
製品『太久保65』の寄贈式が行われました。
　これは新型コロナの影響による手指消毒用
エタノールのひっ迫を受け、同社のご厚意に
より本町へ『太久保65』180本を無償で寄贈い
ただいたものです。町内の医療機関や介護施
設、飲食店などに配布する予定です。

手指消毒用アルコールをいただきました

志布志地区交通安全協会から

　３月26日（金）、教育長室において、県交通
安全協会の志布志地区協会から、町内の新１
年生へLED反射材キーホルダー 100点が贈呈
されました。
　これは同協会が交通事故防止の啓発活動と
して毎年行っている取り組みです。
　贈呈式で同協会大野洋一会長は「交通事故防
止を願い寄贈いたします。ぜひお役立てくだ
さい」と述べられました。

防犯グッズの寄贈をいただきました

おおさきフラッシュ

広報おおさき 令和３年４月号　12



（株）NIPPOのご厚意により

　３月18日（木）、役場応接室において、株式会
社NIPPOから、車椅子と幼児用図書を寄贈いた
だき、その寄贈式がありました。
　（株）NIPPOはENEOSグループの一員で、本年
８月開通予定の東九州道（志布志～大崎）の工事
を請け負っている会社であり、社会貢献活動の
一環として行われました。
　寄贈式で東町長は「貴社の取り組みに深く感銘
いたしました。いただいた物品は有効に活用させ
ていただきます」と感謝の気持ちを述べました。

車椅子と図書をいただきました

五穀豊穣と疫病退散の祈りを込めて

　３月14日（土）、野方地区の照日神社で神舞が
奉納されました。
　例年３月に行われる『あらさの祭り』で披露さ
れていますが、新型コロナの影響により前回に
引き続き祭りが中止となったため、神舞の奉納
のみが行われました。
　奉納された舞は『舞い上げ』『薙刀舞』『四人鬼
神舞』の３演目で、力強く表現された舞に五穀豊
穣と疫病退散の願いが込められました。

照日神社で神舞が奉納されました

創業90周年記念事業

　２月25日（木）、町社会福祉協議会において、
鹿児島相互信用金庫から町社会福祉協議会へ
の寄附金の贈呈式が行われました。
　これは、鹿児島相互信用金庫が今年で創業
90周年を迎えたことを記念し、地域社会への
還元を目的とし寄附されたものです。
　贈呈式で同信用金庫 営業店支援四部長の濱
川執行役員（写真中央）は「地域社会発展のた
め、社会福祉事業にお役立てください」と述べ
られました。

そうしんから町社協へ寄附
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農業の未来を担う青年農業者

　2月22日（月）、曽於畑地かんがい農業推進セ
ンターにおいて、伊地知洋一さんが青年農業士
に認定され、その伝達式が行われました。
　伊地知さんは、OACクラブ（大崎町農業青年
クラブ）の会長としてクラブ員と共に、本町でパ
イナップル栽培に取り組み、プロジェクトの結
果を曽於地区青年農業者会議で発表されるなど
の活動が認められ、今回の認定となりました。
　また、２月８日（月）に志布志市役所で行われ
た曽於地区青年農業者会議において冨吉智哉さ
んが『輝けトーク』で意見発表を行いました。
　当日は新型コロナ対策で事前録画での発表と
なりましたが、冨吉さんは「農作業の改善をきっ
かけに、自分の農業に対する意識の変化が生ま
れた。農業でチャレンジできる回数は限られて
いるので、新しい方法に積極的に取り組んで、
改善したことがあれば、青年みんなで共有をし
ていきたい」と話されました。

皆さんが活躍しています！

大崎中ボランティア部がＰＲ

　３月14日（日）、大崎中学校ボランティア部
の皆さんが、チャレンジ朝市において、掘り
出し物市を行いました。
　これは、リサイクル未来創生奨学プログラ
ムのＰＲを目的に実施され、そおリサイクル
センターから提供された衣類などが販売され
ました。
　販売によって得た益金は同プログラムの原
資に充てられます。

リサイクル未来創生プログラム

鹿大生とともに10年後を考える

　３月６日（土）、マルおおさき（旧おおさきマ
ルシェ）において、鹿児島大学の学生と地域住
民らによるリサイクルや多文化共生社会を考
えるワークショップが開催されました。
　ワークショップに先立ち司会を務めた鹿大
生２人は卒業論文を発表し、その後ワーク
ショップが行われ、外国人技能実習生の地方
での生活や現状、課題について活発に議論が
なされました。

ワークショップを実施しました

おおさきフラッシュ
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　本町へのワクチンの供給量が限られている中、まずは 65 歳以上の中でも、
より重症化リスクの高い方々のクラスター予防を目的に高齢者施設等の入所
者及び従事者の方々を最優先に、以下の順で接種を進める予定です。

　随時、町のホームページなどでもお知らせいたします。

　町内においても医療従事者から順番にワクチン接種が始まってい
ます。ワクチン接種は国が定めた優先順位に沿って行われます。4月
下旬以降、接種が近づいたら、順次、高齢者の皆さんに接種券を郵
送します。それ以外の方についてはもうしばらくお待ちください。

　 予約開始日は、個別郵送で同封する案内文で
ご確認ください。
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住
民
環
境
課

大型連休期間中のごみ収集のお知らせ 住民環境課 環境対策係
☎476-1111（127・128）

問

国民年金保険料に関するお知らせ 住民環境課 年金係
☎476-1111（123・126）

問

　大型連休（４月29日、５月１日～５月５日）中の一般ごみ・資源ごみ・

生ごみは、通常どおりの回収となります。

　また、大型連休中に草木をそおリサイクルセンター大崎有機工場へ

自己搬入する方は、４月30日（金）までに役場住民環境課の窓口か野方

支所から搬入券の交付を受けてください。

■国民年金保険料の金額

　令和３年度の国民年金保険料は、月額16,610円 です。
　令和２年度の保険料から月額70円増額の改定となります。

　納付方法は、日本年金機構から送付される納付書による現金納付のほか、口座振替、インター

ネット等を利用した電子納付、クレジットカードなどで納付することができます。

　また、保険料を前納すると割引があり、口座振替の前納を利用することで、納め忘れを防ぐこ

とができ、割引額もお得になります。

■国民年金保険料の前納
　前納制度は、６ヶ月、１年前納に加え、２年前納があり、さらに割引額が大きくなります。

　　令和３年度国民年金保険料の前納による割引額

　　※１　令和４年度の国民年金保険料を月額16,590円で算出した割引額です。
　　※２　 納付期限は翌月末ですが、口座振替の毎月納付を当月末振替の「早割」にすると、

月50円（年間600円）割引です。

　前納制度を利用する場合は、手続きが必要です。申込みには期限がありますので、ご希望の方は、
年金事務所または役場年金係でお申し込みください。

【お問い合わせ先】
　鹿屋年金事務所　☎0994-42-5121 　住民環境課年金係　☎099-476-1111（内線126） 

月額 ６ヶ月
（割引額）

１年
（割引額）

２年
（割引額）※ 1

毎月現金納付
（割引なし）

16,610円
99,660 円
（　―　）

199,320 円
（　―　）

398,400 円
（　―　）

前　　納
（口座振替）

―
※２

98,530 円
（1,130 円）

195,140 円
（4,180 円）

382,550 円
（15,850 円）

前　　納
（現金・クレジットカード納付）

―
98,850 円
（810 円）

195,780 円
（3,540 円）

383,810 円
（14,590 円）

申込期限 随時可能
（上期）２月末日

（下期）８月末日
２月末日 ２月末日
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総
務
課

健
康
か
わ
ら
版

総務課 消防防災係
☎476-1111（213）

問春の全国交通安全運動標語

健
康
か
わ
ら
版

控
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

 ４月６日（火）～ 15日（木）まで『春の全国交通安全運動』が実施され、運動に先立ち町内の小・

中学校に交通安全標語を募集し、多数の標語が集まり関係機関の審査の結果、下記の作品が受賞

されました。

【小学校６年生の部】

学　校 氏　名 作　　品 結果
大崎小学校 又木　姫菜 飲酒運転　楽しみ一瞬　後悔一生 特選

菱田小学校 垣内　李心 「ちょっとぐらい」　その心のゆるみが　大きな事故に 入選

大丸小学校 東平　瑞希 安全運転　思いうかべる　身近な人 入選

大崎小学校 柳原　ひめの あわてずに　渡っておじぎ　行ってきます 入選

野方小学校 白坂　なつ ヘルメット　あなたの友達　忘れずに 入選

【中学校２年生の部】

学　校 氏　名 作　　品 結果

大崎中学校

土谷　柊羽 まだ大丈夫　その一言に　ブレーキを 特選

加治木　歩夢 「わたっちゃえ。」　甘い判断　事故のもと 入選

上村　睦美 よく見よう　スマホじゃなくて　自分の周り 入選

上原　美咲 「ちゃんとした？」　左右の確認　命を救う 入選

領家　瑞希 飛び出す心にブレーキを　信号渡る人に安全を 入選
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診
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よ
う
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な
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。
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ウ
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へ
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懸
念
か
ら
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宣
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延
期
し
て
い
ま
し
た
。
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生
活
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現
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で
す
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る
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状
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ウ
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感
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で
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控

え
て
し
ま
っ
て
、
持
病
が
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抵
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ま
す
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な
治
療

の
た
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受
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は
重
要
で
す
し
、
健
康
や
持
病
を
管

理
し
て
い
く
こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
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も
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で
す
。

　

ま
た
、
２
人
に
１
人
は
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る「
が
ん
」
も
、
早
期
が
ん

で
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

令
和
２
年
度
は
、
大
崎
町
の
が
ん
検
診

受
診
者
が
減
少
し
ま
し
た
。
一
般
的
に

が
ん
は
、
早
期
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ほ
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治
り
や
す
く
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発
見
が
遅
れ
る
ほ
ど
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困
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す
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定
期
的
に
特
定
健
診（
長
寿
健
診
）

や
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
生
活
習

慣
病
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予
防
や
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が
ん
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早
期
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見
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早
期
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。

　　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
健
診
や
持
病
の
治

療
等
、
健
康
管
理
は
重
要
で
す
。
医
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関
や
健
診
会
場
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換
気
や
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毒

等
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感
染
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防
の
対
策
に
取
り
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ん
で

い
ま
す
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健
康
が
気
に
な
る
今
こ
そ
、　　

　
　
　
　
　
　
　

健
康
診
断
を
！

　

５
月
28
日
〜
大
崎
町
集
団
健
診
が
始

ま
り
ま
す（
健
診
の
詳
細
は
受
診
票
と

同
封
の
お
知
ら
せ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ

り
、
集
団
健
診
日
程
が
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
防
災
無
線
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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農
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振
興
課

農林振興課 農政係
☎476-1111（501）

問春の農作業事故ゼロ運動のお知らせ

農林振興課 畜産係
☎476-1111（511・512）

問家きん農家の皆さまへ

■ 「高病原性鳥インフルエンザ」などの家きんの伝染性疾病の侵入を防
ぐために「発生予防」と「早期発見・通報」を徹底しましょう

◇ 家きん舎とその周りを「衛生管理区域」としてその他の区域との境界がわかるようにしましょう。

　・区域を出入りする車・人・物は、消毒を徹底しましょう。

　・区域に立ち入った人を記録し、保存しましょう。

◇ 野鳥などの侵入を防ぐため、防鳥ネットを張り、家きん舎の屋根や壁面の破損を直しましょう。

◇ 家きん舎にある給餌・給水設備や飼料の保管場所にねずみや野鳥などの野生動物が侵入しない

ようにしましょう。

◇定期的に家きん舎と道具の清掃・消毒をしましょう。

◇ 毎日家きんの健康状態を観察し、「特定症状」を見つけたらすぐに最寄りの家畜保健衛生所に

通報しましょう。

特定症状： 家きんの死亡率が急激に上がったとき（一日あたりの死亡率が過去21日間の平均死

亡率の２倍を超える場合）

　　　　　この場合、すぐに家畜保健衛生所へ通報する義務があります。

　４月から６月は、田植えやさつまいもの植付けなど、農作業が忙しくなります。 農作業事故を

起こさないよう安全対策に努めましょう。

　【スローガン】

　見直そう！農業機械作業の安全対策

●農業機械を使用するときは、次のことに注意しましょう。

　① トラクタに安全フレームを装着し、運転時にはシートベルト、ヘルメットを着用しよう。

　② 路肩まで草刈りを行い、路面と側溝等との境界を把握できるようにしよう。

　③トラクタが走行するために十分な道幅を確保しよう。

　④ 機械の詰まりを取り除く際は、機械の動作が静止してから取り除こう。

　⑤ こまめに水分補給を行い、熱中症に気をつけよう。

　⑥ もしもの備えに労災保険に加入しよう。

～あっ危ない！ ちょっとした油断が命とり～
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農林振興課 営農推進係
☎476-1111（501）

問新規登録された新しい薬剤について

■ サツマイモ基腐病に新規登録された薬剤の効果的な使用方法について

　令和３年３月10日付で、下記の薬剤がサツマイモ基腐病に対して農薬登録され、防除に使用で

きるようになりました。

　下記の使用方法により、適期に防除して下さい。

●アミスター 20フロアブル

（１）基腐病に対する登録内容

（２）効果的な使用方法

　　　① 散布時に発病株がある場合には、必ず株ごと除去してから散布する。

　　　② 地際の茎に薬剤が十分かかるように散布することで、効果が安定する。

　　　③  多発してからの防除は効果が認められないため、発生初期からの防除を徹底する。

　　　④ 連用は避け、既登録の銅剤との輪番で散布する。

　　　⑤ 本剤は、発生確認後や台風通過後等の防除に適している。

（３）参考資料

　　　国のサツマイモ基腐病の発生生態と防除対策

　　　＊国（農研機構生研支援センターＨＰ）による技術者向けマニュアル

　　　　（アドレス）
　　　　 http://www.naro.aff rc.go.jp/publicity_report/publication/

pamphlet/tech-pamph/138589.html

希釈倍数 使用液量 使用回数 使用時期 使用方法

2000倍 100 ～ 300ℓ／ 10a

３回以内
収穫14日
前まで

散布

32倍 1.6ℓ／ 10a
無人航空機
による散布
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保
健
福
祉
課

保健福祉課 国民健康保健係
☎476-1111（134・135）

問国保ヘ加入・やめるときは必ず届け出を！

■ 国保（国民健康保険）に加入するとき、やめるときなどには、14日以内
に国保の窓口に届け出が必要です。届け出は世帯主が行います。

国保に加入するとき

届け出に必要なもの

他の市町村からの転
入★

・ 他の市町村の転出
証明書

職場の健康保険をや
めたとき

・離職票　または
　資格喪失通知書

家族の健康保険の扶
養から外れたとき ・資格喪失通知書

子どもが産まれたと
き★ ・母子手帳

生活保護が廃止され
たとき

・ 生活保護廃止決定
通知書

その他に届け出が必要なとき

届け出に必要なもの

同じ町内で住所が変
わったとき★

・国保被保険者証世帯主や氏名が変わ
ったとき★

世帯を分けた、または
一緒になったとき★

修学のため、別に住
所を定めるとき★※

・在学証明書
・国保被保険者証

国保をやめるとき

届け出に必要なもの

他の市町村への転出
★ ・国保被保険者証

職場の健康保険に加
入したとき

・ 職場の健康保険被保
険者証　または資格
取得通知書
・国保被保険者証

家族の健康保険の扶
養に入ったとき

国保被保険者が亡く
なったとき★

・死亡を証明するもの
・国保被保険者証

生活保護が開始され
たとき

・ 生活保護開始決定
通知書
・国保被保険者証

■被保険者証の番号が変わります

　これまでの国民健康保険被保険者証の番号は、１世
帯で１つの番号でしたが、今後は被保険者証の番号と、
個人ごとに２桁の枝番が付きます。
　なお、今お持ちの被保険者証については、有効期限
までご利用できます。
　８月の被保険者証の切り替え時、または令和３年４
月以降に発行された国民健康保険被保険者証には枝番
が記載されることとなります。

【すべての手続きで必要なもの】
・マイナンバーカード（または通知カード）
・印かん

★ 住民環境課へ届け出をしてから、国民健康保

険係へお越しください。

※ 修学のため転出する場合は、国保に届け出を

しないと保険証が使えなくなります。修学を

終えたときも、忘れずに届け出してください。

追加部分

変更後例
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特定健診・長寿健診が実施されます！ 保健福祉課 国民健康保健係
☎476-1111（134・135）

問

■令和 3年度の特定健診・長寿健診の日程は次のとおりです。

実施機関 10/23（土） 10/24（日） 10/25（月）

日本健康
倶楽部※ 保健センター

実施機関 6/6（日） 6/7（月） 6/8（火） 6/9（水） 6/10（木）

厚生連 保健センター 菱田改善
センター

大丸改善
センター

※ 今年度より曽於医師会から日本健康倶楽部に表記変更しておりますが、検査内容及びスタッフ
等は変更ございません。

【受 付 時 間】　　７：30～９：30

【持参するもの】　　受診券、被保険者証　※受診券については 4月に発送します。

実施機関 5/28（金） 5/29（土） 5/30（日） 5/31（月） 6/1（火）

日本健康
倶楽部※

持留改善
センター 保健センター 中沖

公民館
野方改善
センター

　人間ドッグを受診された方について、次の条件を満たされている方には、申請いただくことで

町から助成金を支給しております。また、申請いただいた方は特定健診・長寿健診それぞれを受

診したこととなります。

■人間ドックを受診された方へ

対象となる健診 令和３年度受診の人間ドック、脳ドックまたはＰＥＴがん検診

助成金額
自己負担額の２分の１　ただし　１日ドックは上限２万円
　　　　　　　　　　　　　　　２日ドックは上限３万円

助成対象者
・30 歳以上の国民健康保険被保険者
・後期高齢者医療被保険者

支給の条件
１被保険者で年度中１回　ただし次の条件を満たしていること
○令和３年度に特定健診・長寿健診を受診していない
○令和２年度以前の国保税・後期高齢者医療保険料の未納がない

【申請に必要なもの】

　・領収書　　・検診結果票　　・保険証　　・印かん

　・【国民健康保険の方】世帯主名義の通帳（振込先）

　・【後期高齢者医療の方】受診者名義の通帳（振込先）
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保健福祉課 国民健康保健係
☎476-1111（134・135）

問新型コロナ感染症の傷病手当金について

　国民健康保険と後期高齢者医療保険では、雇用され給与収入を得ている方（被用者）のうち、新

型コロナウイルス感染症に感染または感染が疑われた方に対して、傷病手当金が支給されます。

○対象者
　給与収入を得ている被保険者

　注意： 本傷病手当は、国からの財政支援により行うもので、給与収入を得て就労している方のみ
対象となることから、農業や自営業の方は対象とはなりません。

○対象条件
　新型コロナウイルス感染症に感染または感染が疑われたために就労することができず、かつそ

の期間の給与が支払われなかった方

○支給対象となる日数
　下記期間のうち、仕事に出られなくなった日から起算して3日を経過した日から、就労すること

ができなかった期間のうち、就労を予定していた日

　支給対象となる期間：令和２年1月1日から令和３年６月30日までの間（最長1年6ヶ月）

　例１：時給800円、1日の勤務時間が6時間の方　支給対象となる日数：10日（13日休み）

　　　　傷病手当金支給額　＝　4,800円　×　　　×　10日　＝　32,000円

　※ 支給対象期間中に給与が支払われていた方で、その金額が傷病手当金より少なかった場合は、

差額が支給されます。

　例２：傷病手当金算出額：32,000円　　支払われた給与の一部金額：20,000円

　　　　傷病手当金支給額　＝　32,000円　－　20,000円　＝　12,000円

　※ 支給対象期間中に給与が支払われる予定だったにもかかわらず、事業主都合で給与が支払わ

れなかった場合について、傷病手当金を対象者へ支給することになりますが、同額を事業主

から徴収します。

　申請様式については町ホームページにもあります。右記二次元バーコードより

アクセスしてください。

（様式には事業主・医師からの証明が必要なものがございます。）

２―３

◇支給金額計算方法
　１日当たりの支給額【 ＝（直近の継続した3ヶ月間の給与収入の合計額÷就労日数×　　）】

　　　　　　　　　　  ×支給対象となる日数　　　【端数調整あり】

２―３
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定住促進賃貸住宅家賃補助事業について 企画調整課 企画政策係
☎476-1111（222）

問

定住住宅取得補助事業について 企画調整課 企画政策係
☎476-1111（222）

問

　町内に定住するために住宅を新築または購入した方に対し、取得に要した経費の一部を助成します。

【補助対象者】　下記のいずれかに該当する世帯責任者
　○ 転入日前の２年間において町内に住所を有しておらず、転入後２年以内（住宅新築のために必
要な資金借入れに際し、確定申告書が２箇年分必要となる農業所得者、個人事業主等について
は、３年以内）に住宅を取得した場合（ただし世帯責任者は65歳未満）

　○義務教育終了前の子を扶養している場合
　○夫婦どちらかが40歳未満である場合

【補助要件】　※建て替えとみなされる場合は対象外となります。
　１．住宅取得後１年以内に申請すること
　２．取得した住宅に引き続き５年以上居住する意思があること
　３．居住地の自治公民館に加入すること
　４．市区町村民税等に滞納がないこと

【補助金額】　住宅の取得経費の総額の５分の１を助成します。ただし、補助限度額は下記のとおりです。

　転入世帯または新婚世帯が町内の賃貸住宅に入居した場合、家賃の一部を助成します。

【補助対象者】
　転入世帯または新婚世帯の世帯主で、次に掲げる要件すべてに該当する方
　１．世帯全員が大崎町に住所を有すること
　２．３万円を超える賃貸住宅の家賃を支払っていること
　３．世帯全員が市区町村民税などを滞納していないこと
　　　※転入世帯… 転入日から賃貸住宅に入居した日までの期間が１年未満で、転入日前の３年間におい

て町内に住所を有していなかった方が属する世帯。併せて、申請日の属する年度の末
日において全員が55歳未満である世帯

　　　※新婚世帯… 婚姻届出後２年未満で、申請年度の末日において夫婦いずれもが40歳未満である世帯

【補助期間】
　補助要件を具備した月（月の途中入居など
の場合は、その翌月）から起算して24月以内

【補助金額】 
　毎月の家賃から住宅手当などを減じて得た
額の２分の１の額（千円未満の端数は切り捨
て）を助成します。ただし、世帯主の区分に応
じた補助限度額は右記のとおりです。

基本額 補助基本額 １世帯につき　　　　　　　　　　　　20万円

加算金

転入者加算金 １世帯につき　　　　　　　　　　　　50万円

子育て世帯加算金 義務教育終了前の子が１人　　　　　　10万円
義務教育終了前の子が２人以上　　　　20万円

地域活性化加算金 指定地区に住宅を取得した場合　　　　10万円

世帯主の区分 上限金額

転入世帯の世帯主 月額１万円

新婚世帯の世帯主 月額１万円

転入世帯かつ新婚世帯の世帯主 月額２万円
新婚世帯加算金
※令和３年４月１日以降婚姻世帯

６万円（１回）

※公的住宅の場合、上限金額は２分の１となります。
※新婚世帯加算金は初年度の申請に限ります。
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建設課 管理係
☎476-1111（154・155）

問大崎町危険家屋解体補助金について
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令和２年度定例監査の結果を公表します 大崎町監査委員室
☎476-1111（330）

問

　地方自治法第199条第１項及び第４項並びに大崎町監査委員条例第４条の規定に基づき、令和

２年度会計に係る定例監査を実施したので、その結果を同法第199条第９項並びに同条例第８条

の規定により、次のとおり公表します。

　１　監査の対象

　　（１）財務に関する事務の執行　　（２）経営に係る事業の管理　　（３）備品の管理状況

　２　実施日程

　　 　令和３年１月５日から２月19日まで、町長部局、議会、教育委員会、農業委員会、選挙管

理委員会、水道事業について実施した。

　３　監査結果及び意見

　　（１）　財務に関する事務の執行について

　　　　 　令和２年度の事務事業が、経済的、効率的に実施されているかを主眼とし、法令及び

条例等の定めに従って事務処理がなされているかを監査した。

　　　　 　監査の結果、各会計とも予算の効率的執行により計画された事務事業については、所

期の目的を達成しており、健全な財政運営がなされていると認められる。

　　　　 　工事請負費については、抽出により現場監査を実施したが、設計書に基づき適正な工

事執行がなされていると認められた。

　　（２）　経営に係る事業の管理について

　　　　 　水道事業の経営については、健全経営がなされていると認められる。

　　　　 　今後も、なお一層の経営合理化を図りながら、事業の使命である安全かつ安い水の安

定供給に最善の企業努力をされたい。

　　（３）　備品の管理状況について

　　　　 　令和元年度に購入した備品について、現物確認と管理利用状況を監査した結果、全般

的によく管理運用がなされていた。備品は町の財産でもあるので、現物を常に把握し、有

効利用すると共に不用な物は廃棄処理を行うなど、今後も適正な管理に努められたい。

　　（４）　その他

　　　　 　事務処理において、伝票や契約書等の書類で不備が見受けられたものについては、そ

の都度指摘した。指摘された事項については厳重に注意を払い、今後の事務処理におい

て十分に留意されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年３月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大崎町監査委員　　遠矢　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　中倉広文

【監査の様子】　左：大丸小学校遊具新設工事
　　　　　　　右：くにの松原キャンプ場バンガロー建設工事
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教育委員会 社会教育課
☎476-1111

問

《連絡先》　大崎町教育委員会　社会教育課　国体推進係
　　　　　☎  4 7 6 - 1 1 1 1（内線425）　　　FAX  4 7 6 - 0 5 4 8
　　　　　メール　syogaisupotsu@town.kagoshima-osaki.lg.jp

　５月から、女性講座７講座といきいき講座３講座を開講する予定です。参加希望の方は途中参加も
可能ですので、お気軽に社会教育課生涯学習係へご連絡ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大の状況に応じては、講座開講にあたり一定の制約、変更また
は中止になる場合があることを申し添えます。

【連絡先】　社会教育課　生涯学習係　☎  4 7 6 - 1 1 1 1（内線422）　　　FAX  4 7 6 - 0 5 4 8

　活動中の一部を紹介いたします。

　2023年かごしま国体の開催が決定しました。大崎町実行委員会では、太陽国体からこれ
まで国体に出場、活躍された大崎町出身の選手・監督・コーチの方を “広報おおさき”
で紹介していきたいと思います。
　ご存知の方がおられましたらぜひお知らせください。(自薦他薦は問いません）

■2023　かごしま国体へ向けて再スタート！

■令和３年度社会教育講座が始まります。

探して
　います！

いきいき実年大学　「DVD鑑賞」 おおさき女性講座　「料理教室」 なかおき女性講座「貝細工」
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教育委員会 管理課
☎476-1111（410）

問
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教育委員会 管理課
☎476-1111（410）

問

　　～令和時代のスタンダードな学習環境づくりを目指して～　　　　　大崎町教育委員会

　今年度の調査が、小学校５年生及び中学校１・２年生を対象に令和３年１月13・14日に実施されま
した。つきましては、県及び大隅地区、本町の通過率の平均についてお知らせいたします。

〈調査結果一覧表〉

※一覧表の「平均」の数字は平均通過率（％）を表します。
※ 通過率とは、設問の解答が正答・準正答であった場合、「通過」とし、通過した児童生徒の割合をその集団における
通過率といいます。

〈調査結果考察〉
　県平均を超えていたのは、小学校５年生の全４教科、中学校１年生の２教科（理科・英語）、中学校
２年生の４教科（社会・数学・理科・英語）でした。
　問題別にみると、出題率が高い内容でも、県や地区の平均を下回る問題がありました。課題を明確
にして、どうしてそうなるのか考える学習の工夫をしたり、繰り返し練習をしたりして、「わかる」「で
きる」喜びや楽しさを実感する学習の充実が大切になってきます。
　教育委員会では、子供たちの「なぜ」「どうして」を大切にする授業の工夫・改善と繰り返し練習を
行う取組の推進を図っていきます。各家庭では、子供たちが集中して学習に取り組む環境を整えてい
ただき、発達の段階に応じた見届けへの御協力をお願いします。

■令和２年度鹿児島学習定着度調査の結果について

■大崎町GIGA スクール構想の実現へ

これからの社会で活躍できる資質・能力を育成する

それぞれの成長に合わせて、資質・能力が一層確実に育成できるICT教育環境を実現する。

○ 学習ドリルの活用
○  臨時休業時にWeb会議を
活用した授業

※ 各家庭において、WiFi環境
が必要に
なります。

タブレット端末の活用
○  絵や写真の提示や画面への
書き込みで、より分かりや
すい説明が可能になります。

○  音声や動きを記録・再生し、
自分の成長を理
解しやすくなり
ます。

業務改善（子どもたちに向き合
うための時間の確保）
○ 校務支援ソフト
○ Web会議システム

電子黒板の活用
○  絵や写真の提示や画面への
書き込みで、より分かりや
すい説明が可能になります。

小学校５年生 中学校１年生 中学校２年生
町平均 地区平均 県平均 町平均 地区平均 県平均 町平均 地区平均 県平均

国　語 80.1 73.8 75.0 74.6 76.9 78.7 75.3 76.5 76.7
社　会 76.2 74.4 75.5 59.2 61.2 64.4 72.5 64.0 67.7
算数・数学 71.5 68.6 69.4 71.6 73.8 74.9 72.8 63.5 67.1
理　科 76.7 73.3 74.9 71.2 68.5 70.4 73.2 70.0 70.9
英　語 69.6 65.6 68.1 61.7 54.5 57.8

　学校における授業改善、家庭における学習の見届けでさらなる学力向上！　

学校教育学校教育家庭教育家庭教育
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新たな世界への入り口／揺れ動く心
大崎中学校　社会福祉士　小山　潤也No.64

「新たな世界への入り口」
　多くの世界を見聞きし、経験・体験をすることは、「自分」という人生を描いていく上で極めて重要だ。
私は、新しい世界への入り口は、どこにでもあるのではないかと考える。例えば、この広報誌を子ど
もと一緒に読んでみるということ。学校や家で起こったちょっとした出来事や世の中のニュースを子
どもと一緒に話してみることなど。世の中の仕組みや出来事を、語り、自らの肌で感じることは大き
な経験であり、子どもたちにとって学びとなるはずだ。
　新たな世界への入り口を開く「仕掛け」を作るのが大人の役目であると考える。新たな世界への入り
口を、大人も一緒に楽しみながら探してほしい。

「揺れ動く心」
　この１年余り、日常生活や習慣、常識や価値観が劇的に変化した。これをパラダイムシフトと呼ぶ。
大人であっても、社会の変化にストレスや困難を感じ、時に苦悩しただろう。子どもは大人に比べ、
現実の理解、適応力が発達途中にあり、ストレス解消の術も限られている。自分の心や体が対応でき
る範囲を超えた時、行動や身体、感情に様々な形で表出する。これは自らを守る本能であり、不安定
なものを安定させたい現れだ。揺れ動く心は、安全と安心を求める。新学期にも心は大きく揺れ動く。
何がそうさせているのか。背景にあるものに思いを巡らせ、温かく見守り支えてほしい。

教育委員会 管理課
☎476-1111（410）

問

　これから、お世話になります。地域のみなさま、よろしくお願いします。

　ＰＴＡ活動ですばらしい成果をあげた単位ＰＴＡに送られる「九州ブロックＰＴＡ協議会会長表彰」
を大崎中学校ＰＴＡが授賞されました。
　大崎中学校ＰＴＡの皆さま、おめでとうございます。

■新しく転入された校長先生・教頭先生の紹介

■大崎中学校がＰＴＡ活動で表彰

学校名 職　名 氏　名 旧任校

大崎小学校 校　長 下吉　靖孝 鹿児島市
少年自然の家

菱田小学校 校　長 福森　真一 県総合教育センター
教職研修課

中沖小学校 校　長 赤井　清人 大和村立大棚小

野方小学校 校　長 宮園　　誠 さつま町立永野小

大丸小学校 教　頭 原口　一江 肝付町立国見小

【お詫びと訂正】　先月号の『子どもの夢 私の夢』の中で、学校名を「中沖小学校」と記載しておりましたが、
　　　　　　　　正しくは、「野方小学校」でした。訂正し、お詫びいたします。
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開館時間 平日（火～金）   9：30 ～ 18：00

☎476-4251 土・日・祝日　 9：00 ～ 17：00
休館日：毎週月曜日（※月曜日が祝日の場合は翌日が休館）

一般図書

児童図書

①タイトル
②著者名
③出版社

①タイトル
②著者名
③出版社

～図書館のおすすめ本～

毎月第３日曜日は『ふれあいおはなし会』

新刊紹介
一 般 図 書

児 童 図 書

お知らせコーナー
〇障がい者・高齢者の方への本の宅配事業
【対象者】
・町内に住所を有し、読書意欲のある方
　（高齢者の方はおおむね65歳以上）
・ 本人もしくは関係者の方が図書館への来館が
困難な方

【配送方法】
・図書館職員が月二回配本
　（原則、毎月１日、15日）
【貸出期間】　２週間
【貸出冊数】　10冊まで
※図書利用カードの作成が必要
・身分を証明できるもの
　（運転経歴書・保険証など）

〇「図書館ボランティア」募集中です。

【問い合わせ先】
　大崎町立図書館　☎476ー4251（FAX兼用）
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　広報紙をはじめとする役場からの各種文書については、印刷されたものを毎月、自治公民館長を通

じて配布しています。

　これらの文書をご自宅のパソコンやスマートフォンでも閲覧することができます。

　ぜひ、ご利用ください。
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交通事故状況 （  　）内は対前年比
令和３年２月末現在

交通事故発生状況等注意事項

区　分 発生件数 死　 者 傷　者

県　下 606（-65） 8（-4） 670（-99）

大崎町 3（-1） 1（+1） 4（-1）

　車間距離を長くとることによって、危険回避しやす
くなります。前の車の動きに注意し、前の車が急停止
しても、ゆとりを持って対応できるよう十分な車間距
離を保って運転しましょう。特に大型車の直後を走行
する時は、前方の信号機や交通状況が確認できるよう、
より長めに車間距離をとりましょう。

～困ったら　一人で悩まないで～
　毎日の暮らしの中で、行政の仕事などについて、苦情や要望はありませんか。
　大崎町では、総務省から委嘱された行政相談委員の四本完三さんが、定期的に行政相談所を開設さ
れておりますので、お気軽にご相談ください。
　国、県、町の役所の仕事に関する苦情や行政の制度、運営の改善についての意見、要望等を受け付け、
助言や関係機関に対する改善の申し入れを行います。なお、相談は無料で秘密は厳守されます。

期　日　　毎月第４水曜日
　　　　　※令和３年５月は、19日・26日の２日間開設します。
時　間　　９：30～ 15：30
場　所　　老人福祉センター　☎476-3663
【問い合わせ先】
〇総務省行政監視行政相談センター　☎099-224-3247
〇役場総務課行政係　☎476-1111（内線211）
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人権 啓発シリーズ

戸籍の窓は、広報紙への掲載希望のあった方を掲載しています。（※敬称略）

　体罰は、子どもの心身に深刻なダメージを与え、場合によっては、

力による解決の志向を助長し、いじめや暴力行為等に向かうおそれ

があり、いかなる場合も決して許されません。また児童虐待は、子

どもを守るべき保護者が子どもの心や身体を傷つけ、成長や人格形

成に重大な影響を与える行為です。虐待を受けていると思われる子

どもに気づいたら、迷わず児童相談所や市町村の窓口に連絡してく

ださい。

児童相談所虐待対応ダイヤル（通話料無料）　189

子どもの人権 110 番（鹿児島地方法務局）　0120 － 007 － 110

大崎町役場保健福祉課　099 － 476 － 1111

～ 子どもたちの夢と希望にあふれる
 健やかな成長をみんなであたたかく見守ろう ～

届出日
（３月１日～３月31日）
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葉
子

菜
種
梅
雨　

や
は
ら
か
き
黄は

な花　

み
ど
り
葉
に

　

抱
か
る
心
地　

母
を
恋
し
む 

馬
場
み
さ

流
木
を　

焚
き
て
待
ち
い
し　

初
日
の
出

　

横
瀬
の
浜
の　

昭
和
は
る
け
し 

穂
園
芳
江

お
く
や
み

　
　
《
故　

人
》　　
《
年
齢
》《
地
区
》

甲
斐　

千
恵
子　
（
73
歳
・
永
吉
）

藤
元　

ス
ミ
子　
（
91
歳
・
菱
田
）

宮
田　

陽
子　
（
88
歳
・
東
串
良
）

山
之
口　

ス
ミ　
（
84
歳
・
仮
宿
）

牧
之
瀬
チ
ヅ
子　
（
73
歳
・
仮
宿
）

丸
山　

ミ
ツ
エ　
（
91
歳
・
野
方
）

池
田　

ユ
リ　
（
83
歳
・
菱
田
）

清
山　

廣
美　
（
88
歳
・
野
方
）

牧
本　

フ
ク
エ　
（
84
歳
・
菱
田
）

吉
園　

春
夫　
（
80
歳
・
永
吉
）

う
ぶ
声

《
出
生
児
》　　
《
保
護
者
》《
地
区
》

清
山　

葉は

な那 

正
太　
　

野
方

 

咲
樹

松
下　

侑ゆ
い
と愛 

浩
三　
　

菱
田

 

由
香
乃

吉
岡　

李り

く

と
玖
斗 

慎
司 

菱
田

 

智
美

丸
山　

奨し
ょ
う
ま真 

大
作 

菱
田

 

彩

下
井
倉　

一い
ぶ
き颯 

将
太 

永
吉

 

千
鶴

山
本　

心こ

あ愛 

拓
巳 

仮
宿

 

華
菜

谷
口　

結ゆ
い
と人 

侑
矢 

福
岡
県

 

千
波
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大
崎
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ

大
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

例
年
5
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
大

崎
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
役
場
総
務
課　

人
事
給
与
係

　

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ご
し
ま

２
０
２
１
の
ご
案
内

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ご
し
ま
２
０

２
１
（
令
和
３
年
度
第
44
回
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会
）
と
は
、
障
が
い
者
が

日
ご
ろ
培
っ
た
技
能
を
互
い
に
競
い
合

う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
職
業
能
力
の
向

上
と
企
業
や
社
会
一
般
の
人
が
障
が
い

者
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
そ

の
雇
用
の
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
日
時
】

　

７
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
（
延
期
の
場
合
は
７
月
17
日
（
土
））

【
場
所
】

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

　
（
鹿
児
島
市
東
郡
元
町
14
番
３
号
）

【
募
集
種
目
】

縫
製
、
ワ
ー
プ
ロ
、
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
入

力
、ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、喫
茶
サ
ー

ビ
ス
、ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ（
介
護
）、

３
％
の
税
額
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
費
基
準
の
優
れ
た
自
動
車

を
取
得
し
た
場
合
は
、
税
率
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年

4
月
1
日
現
在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録

さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
（
使
用

者
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

住
所
や
名
前
が
変
わ
っ
た
時
は
、
運
輸

支
局
と
県
へ
の
届
出
を
確
実
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
‐
２
６
１
‐
５
６
１
１

大
気
汚
染
防
止
法
の　

改
正
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
建
物
な
ど
に
広
く
使
用
さ

れ
て
き
た
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
は
、

中
皮
腫
や
肺
が
ん
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
建
物
の
解
体
な
ど
に
お

け
る
石
綿
飛
散
防
止
対
策
の
強
化
を
図

る
た
め
、
令
和
２
年
６
月
に
大
気
汚
染

防
止
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
に
よ
り
一
定
規
模
以
上
の
建
物

の
解
体
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に

建
材
な
ど
に
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
な
い

か
、
定
め
ら
れ
た
方
法
で
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
自
宅
の
解
体
・
改
修
な
ど
の
際
に

は
、
請
負
業
者
と
相
談
の
上
、
石
綿
飛

散
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
写
真
撮

影
【
申
込
締
切
日
】

　

５
月
28
日
（
金
）
必
着

問
（
独
法
人
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
鹿
児
島
支
部

　

☎
０
９
９
‐
８
１
３
‐
０
１
３
２

（
検
索
サ
イ
ト
に
て
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ご
し
ま
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
）

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付

近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で

取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力

送
配
電
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社

　

鹿
屋
配
電
事
業
所

　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
９
７
０

自
動
車
税
環
境
性
能
割
・

種
別
割
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
環
境
性
能
割
は
、
自
動
車

を
取
得
し
た
と
き
に
、
一
度
だ
け
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
営
業
用
の
自

動
車
に
は
取
得
価
額
の
最
大
２
％
、
自

家
用
の
自
動
車
に
は
取
得
価
額
の
最
大

問
県
庁
環
境
保
全
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
６
２
７

宅
地
防
災
月
間
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
梅
雨
時
期
前
の
毎
年
５
月

を
「
宅
地
防
災
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。

　

梅
雨
時
期
の
長
雨
や
大
規
模
な
地
震

等
に
よ
り
宅
地
が
被
災
し
た
場
合
、
建

物
の
被
災
だ
け
で
な
く
宅
地
が
崩
れ
る

こ
と
で
道
を
ふ
さ
い
で
し
ま
い
、
救
助

の
た
め
の
緊
急
車
輌
や
復
旧
活
動
時
の

経
路
確
保
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
宅
地
所
有
者

自
ら
が
排
水
溝
の
詰
ま
り
や
擁
壁
等
の

ひ
び
割
れ
等
の
点
検
に
努
め
る
な
ど
、

宅
地
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
擁
壁
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
、ひ
び
割
れ
・

傾
き
な
ど
が
生
じ
て
い
ま
せ
ん
か

○
宅
地
が
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん
か

○
排
水
溝
が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か

○
近
く
の
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い

る
、
ま
た
は
が
け
が
湿
っ
て
い
ま
せ

ん
か

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（「
鹿
児
島
県
宅
地

防
災
」
で
検
索
）

問
県
庁
建
築
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
３
９

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

2022鹿児島全共に向けて
今大会テーマ

5372022鹿児島全国和牛
能力共進会まであと

会期：2022年（令和４年）
　　  10月6日（木）～10月10（祝・月）
会場：種牛の部：霧島市牧園町
　　　肉牛の部：南九州市知覧町
　　　　　　　　（株）JA食肉かごしま南薩工場
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 広報おおさきに広告を掲載しませんか！
広告を募集しています。
【規格および掲載料】
縦５ｃｍ×横　８．７ｃｍ　　５，０００円
　縦５ｃｍ×横１７．４ｃｍ　１０，０００円
　※ 詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、
下記までお問い合わせください。

　　　大崎町役場　企画調整課　広報観光係
　　　☎０９９-４７６- １１１１（内線 226）

令和３年３月分  子牛セリ市成績表（町内分）
最高価格（血統） 平均価格 前月比 次回開催日

雌 1,461,000円　（美国桜×安福久×忠茂勝） 685,192円 +37,866円
４月26日（月）

～

４月28日（水）
去勢 1,004,000円　（秀幸福×喜亀忠×安福久） 788,183円 +13,183円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 749,228円 +24,066円

農林振興課畜産係　☎476-1111（512）問
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豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち
The calendar of the townThe calendar of the town町町ののカレンダーカレンダー

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合
菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園

砂…… ビーチスポーツ専用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課
野活… 野方地区活性化センター
中沖…中沖地区公民館
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館
大も…大崎ものづくり会館

午後７時～翌日午前７時
☎ 0994-45-4119

年中
無休

大隅広域夜間
急病センター

夜間の急患対応 人口と世帯数

（注）下記日程は新型コロナ感染拡大防止の
　　   ため、予定が変更となる場合があります。

月 火 水 木 金 土 日

4/16 17 18
● 九州ビーチバレーリーグ
2021 開幕戦 in おおさき
砂 9:00～

19
●図書館休館日

20
● マスターズプロジェクト
大 9：15～11：00 
● ２歳児歯科健診
保 12:40～13:00（受付）

21
● マスターズプロジェクト
野活 9：15～11：00

● 障がい者巡回相談会
保 10:00～ 12:00
● 成牛せり市 
曽於中央家畜市場 
9:30～

22
● いきいきクラブ
老 9：30～11：30 

23
● 毎月23日は子ども
と一緒に読書の日
（ポイント２倍）

24 25

26
● 子牛せり市 
曽於中央家畜市場 
9:30～（28日まで）
●図書館休館日

27
● 育児相談
保 13:15～14:15

● マスターズプロジェクト
老 9：15～11：00

28 29

昭和の日

30
●本の宅配

1 2

3

憲法記念日

4
●町体育館無料開放
　9:00～ 17:00

みどりの日

5

こどもの日

6
● 図書館休館日

7 8 9
● おおさきチャレンジ
朝市三文字地区
城南通り（予定）
8:00～ 11:30

10
●図書館休館日

11
● 大腸がん容器配布
持 7:30～ 8:30
● マスターズプロジェクト
老 9：15～11：00
●シルバー人材センター
　入会説明会
　10:00～ 12:00

12
● 大腸がん容器配布
中沖 7:30～8:30
● マスターズプロジェクト
持 9：15～11：00
●いのちをつなぐ
　巡回相談
　福相室 13:00～16:00

13
● 大腸がん容器配布
菱 7:30～ 8:30

● いきいきクラブ
老 9：30～11：30
● つくしんぼ教室
（親子教室）
保 10：00～11：30
● 曽於地区春季畜産
共進会
9:00～

14
● 大腸がん容器配布
大 7:30～ 8:30
●本の宅配

15

資源ゴミ回収
（第４木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第１木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第２木曜日地区）

●教育相談　　　毎週火曜日　9:00～16:00
　　　　　　　　中央公民館
●心配ごと相談　毎週水曜日　9:30～15:30
　　　　　　　　老人福祉センター
●図書館休館日　毎週月曜
●行政相談　　　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　　　　　　　　老人福祉センター

町内の休日在宅医
４月18日 休み

４月25日 休み

５月２日 休み

５月９日 草野クリニック ☎471-7533

令和３年３月末現在　対前月比

■人　口 12,675人（-69）

　　男 6,026人（-25）

　　女 6,649人（-44）

■世帯数 6,701戸（-2）

●出生 11人

●死亡 20人

●転入 76人

●転出 136人

【町営住宅空家情報】
● ４月７日現在、空き家は４部
屋あります。（公営３・町営１）
　建設課管理係
☎476-1111（155）

【今月の納税】
介護保険料……第１期
後期高齢者医療保険料
　　　　　……第１期
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